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柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
複
合
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
住
民
避
難
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
地
震
と
津
波
と
の
複
合
災
害
で
あ
っ
た
。
二
〇

二
四
年
一
月
一
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
孤
立
状
態
に
な
っ
た
地
域
が
多
数
出
た
。
ま
た
、

珠
洲
市
で
は
最
大
約
四
メ
ー
ト
ル
の
大
規
模
な
地
盤
隆
起
が
発
生
し
た
。
こ
の
隆
起
は
、
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
珠
洲
原
発

の
立
地
地
域
と
重
な
り
、
も
し
原
発
が
作
ら
れ
て
い
た
場
合
の
被
害
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
原
発
事
故
は
単

独
で
起
こ
る
可
能
性
の
ほ
か
、
自
然
災
害
と
同
時
に
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
複
合
災
害
に
備
え
た
住
民
避
難
計
画
が
必

要
で
あ
る
。 

 

本
年
六
月
十
日
の
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
山
中
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
は
「
原
災
指
針
に
は
自
然

災
害
と
原
子
力
災
害
と
の
複
合
災
害
へ
の
基
本
的
な
考
え
方
が
既
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
に
沿
っ
て
各
地
域
で
の
避

難
計
画
等
を
含
む
緊
急
時
対
応
は
策
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
新
潟
県
知
事
が
容
認
し
た
が
、
複
合
災
害
に
対
す
る
避
難
計
画
が
住
民
の
命
を
守
れ

る
レ
ベ
ル
で
で
き
て
い
る
か
疑
問
が
残
る
。
本
年
六
月
、
議
長
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
原
子
力
防
災
会
議
で
、
原
子
力
災
害

対
策
指
針
に
責
任
の
あ
る
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
も
同
席
の
中
で
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
起
き
た
際
の
避



 

２ 

 

難
計
画
や
対
応
方
針
を
定
め
た
「
緊
急
時
対
応
」
（
以
下
「
緊
急
時
対
応
」
）
が
了
承
さ
れ
て
い
る
。 

一 
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
地
震
発
生
か
ら
一
日
後
に
水
素
爆
発
が
起
こ
り
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
放

出
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
原
発
か
ら
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
「
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
」
（
以
下
Ｐ
Ａ

Ｚ
）
に
住
ん
で
い
る
住
民
は
、
事
故
か
ら
数
日
で
避
難
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。 

 

１ 

「
緊
急
時
対
応
」
に
お
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
高
齢
者
施
設
や
病
院
に
い
る
者
な
ど
も
含
め
住
民
の
避
難
に
要
す
る
時
間
を

何
日
程
度
と
考
え
て
い
る
か
。 

 

２ 

前
問
の
期
間
は
天
候
等
に
よ
っ
て
避
難
環
境
が
異
な
る
と
考
え
る
が
、
例
え
ば
豪
雪
な
ど
悪
環
境
な
ど
の
場
合
、
Ｐ
Ａ

Ｚ
の
住
民
は
何
日
程
度
で
避
難
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

 

３ 

能
登
半
島
地
震
と
同
様
の
地
震
で
複
合
災
害
が
発
生
し
、
例
え
ば
道
路
の
寸
断
、
集
落
の
孤
立
な
ど
が
起
こ
る
ケ
ー
ス

を
「
緊
急
時
対
応
」
は
想
定
し
て
い
る
の
か
。
こ
う
し
た
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
住
民
は
何
日
程
度
で
避
難
で

き
る
の
か
。 

二 

地
震
で
家
屋
が
崩
壊
し
屋
内
退
避
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
「
緊
急
時
対
応
」
に
お

い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
近
傍
に
最
大
二
千
二
百
二
十
二
名
を
収
容
可
能
な
放
射
線
防
護
対
策
施
設
十
七
か
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る



 

３ 

 

が
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
内
の
人
口
は
一
万
八
千
三
百
四
十
五
人
で
あ
り
、
人
口
の
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
収
容
で
き
る
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら

に
地
震
な
ど
と
の
複
合
災
害
で
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
場
合
な
ど
を
考
え
る
と
、
十
分
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
十
分
と
考
え
る
な
ら
、
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
。 

三 
 

 

１ 

住
民
避
難
に
お
け
る
バ
ス
の
活
用
の
た
め
、
新
潟
県
は
、
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
バ
ス
協
会
と
協
定
書
を
締
結
し
て
い

る
。
こ
の
協
定
に
は
、
「
平
時
の
一
般
公
衆
の
被
ば
く
線
量
限
度
で
あ
る
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
（
中
略
）
超
え
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
」
に
は
、
県
は
バ
ス
協
会
に
要
請
し
な
い
と
あ
る
。
過
酷
事
故
の
場
合
、
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
数
時
間
で

超
え
る
恐
れ
が
あ
る
ケ
ー
ス
は
容
易
に
想
定
で
き
、
バ
ス
の
確
保
は
困
難
と
な
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
ど
う
対

応
す
る
か
「
緊
急
時
対
応
」
に
記
述
は
あ
る
か
。
特
に
「
緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
」
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
お
い
て
は

空
間
線
量
が
〇
・
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
以
上
に
な
っ
て
か
ら
移
動
が
始
ま
る
が
、
こ
の
協
定
の
基
準
に
従
う
と
、
最

大
で
も
二
時
間
程
度
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
時
間
の
み
し
か
バ
ス
の
運
転
手
は
当
該
地
域
で
活
動
で
き
な
い
と
い
う
理
解
で

よ
い
か
。 

 

２ 

ま
た
、
協
定
が
実
効
性
を
持
つ
に
は
、
バ
ス
協
会
加
盟
の
各
バ
ス
会
社
に
お
け
る
、
労
働
組
合
等
職
員
団
体
と
の
合
意



 

４ 

 

等
が
必
要
と
考
え
る
。
合
意
等
の
取
得
、
締
結
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

３ 
ま
た
住
民
避
難
に
お
い
て
は
、
自
治
体
職
員
の
尽
力
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
際
の
自
治
体
職
員

の
職
務
に
つ
い
て
、
事
前
に
労
働
組
合
な
ど
と
協
議
し
協
定
等
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。
現

在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。 

四 

十
月
十
日
、
周
辺
七
市
町
の
首
長
ら
が
経
済
産
業
省
な
ど
を
訪
問
し
原
発
事
故
に
備
え
た
避
難
路
の
整
備
な
ど
を
要
望
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
が
避
難
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
る
道
路
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
内
閣
は
自
治
体
同
様
に
必

要
だ
と
考
え
る
の
か
。
必
要
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
要
望
項
目
の
工
事
の
完
成
を
待
た
ず
に
、
再
稼
働
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

十
一
月
二
十
一
日
の
花
角
新
潟
県
知
事
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
容
認
に
際
し
、
七
項
目
の
条
件
を
示
し
、

「
（
こ
の
七
項
目
に
）
対
す
る
国
の
対
応
を
確
認
し
た
上
で
再
稼
働
を
了
解
す
る
。
」
と
あ
る
。
国
は
こ
の
七
項
目
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。
項
目
ご
と
に
新
潟
県
と
確
認
し
た
事
項
を
説
明
せ
よ
。
七
項
目
の
内
、
四
項
目
目
の

「
「
避
難
路
の
整
備
」
「
除
排
雪
体
制
の
強
化
」
「
屋
内
避
難
施
設
の
集
中
整
備
の
促
進
」
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
集
中
的

に
整
備
す
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
新
潟
県
が
必
要
だ
と
考
え
、
国
が
同
意
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
整



 

５ 

 

備
、
強
化
な
ど
が
完
成
し
な
け
れ
ば
再
稼
働
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 
「
緊
急
時
対
応
」
は
、
本
年
六
月
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
原
子
力
防
災
会
議
で
「
了
承
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会

議
に
お
い
て
、
山
中
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
は
、
「
柏
崎
刈
羽
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
「
柏

崎
刈
羽
地
域
の
緊
急
時
対
応
」
は
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
沿
っ
た
具
体
的
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
緊
急
時
対
応
」
の
内
容
に
、
複
合
災
害
へ
の
対
応
を
含
め
、
不
備
が
あ
り
、
ま
た
実
効
性
が
伴

わ
な
か
っ
た
場
合
の
責
任
は
原
子
力
防
災
会
議
、
つ
ま
り
国
に
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。 

七 

原
子
力
防
災
会
議
で
の
「
緊
急
時
対
応
」
の
「
了
承
」
は
あ
く
ま
で
形
式
的
な
了
承
に
過
ぎ
ず
、
避
難
計
画
の
実
効
性
に

つ
い
て
実
質
的
な
「
審
査
」
「
承
認
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
緊
急
時
対
応
」
等
の
避
難
計
画
を
原
子
力
発
電
所
稼

働
の
前
提
で
あ
る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
事
項
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


